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Senal Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、高移動度グループ（HMG）ボックス転写活性化因子であるT細胞因子／リンパ系エンハンサー結合因子ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子は主にT細胞で発現し、ナチュラルキラー細胞および自然リンパ系細胞の発達において重要な役割を果たします。コードされているタンパク質はβ-カテニンと複合体を形成し、Wnt/β-カテニンシグナル伝達経路を介して転写を活性化します。この遺伝子をノックアウトしたマウスは生存および繁殖能力は維持されますが、Tリンパ球分化が阻害されます。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。N末端β-カテニン相互作用ドメインを欠損する天然に存在するアイソフォームは、Wntシグナル伝達の優性負性制御因子として機能する可能性があります。
	研究分野
	Wntシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TCF7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TCF7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TCF7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

